
令和８年
農林水産省
環 境 省

地域ぐるみの被害防止活動への参加のご案内
（ｐ．１～４）

捕獲の担い手へのご案内
（ｐ．５～８）

鳥獣被害対策への参加を検討されている皆様へ

野生鳥獣の被害対策を通じた

地域貢献について



１ 野生鳥獣による被害の現状

イノシシ、シカ、サル等による農作物被害 シカによる森林被害

車両との衝突事故

イノシシによる家屋等の損壊 アライグマによる家屋の糞尿被害

クマによる人身被害、
生活環境被害
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提供：斜里町



２ 被害防止活動の枠組み

鳥獣被害防止特措法

【
市
町
村
】

○農林水産業等の鳥獣被害の防止等を目的
として、平成19年に成立。

基本指針（農林水産大臣が策定）予算措置

【
国
】

被害防止計画（市町村が作成）

基本指針に即して作成

鳥獣被害対策実施隊は市町村の被害防止計画に基づいて活動
（隊員は市町村職員、狩猟者、農業者、地域住民等）
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侵入防止柵の設置
追払い活動等

鳥獣の餌場や
隠れ場所の除去等

鳥獣被害対策
実施隊の設置

被害防止のための
鳥獣の捕獲

捕獲鳥獣の食肉等
としての利活用
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３ 地域ぐるみの被害防止活動への参加のご案内



・捕獲頭数に応じた支援

被害防止のために鳥獣の捕獲１頭（羽）ごとに、活動経費の支援を行っ

ています。単価は獣種や処理の方法により上限が定められています。

・猟銃、わな等の購入に係る費用に対する支援

・捕獲者をサポートする体制整備の支援

地域で協力してわなの見回り等を行う体制整備をする場合が対象です。

・侵入防止柵の設置、生息環境管理
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9千円/頭（ｼﾞﾋﾞｴ利用の場合）
イノシシ・シカ（成獣） 8千円/頭（焼却処理の場合）

7千円/頭（埋設等の場合）

クマ・サル等（成獣） 8千円/頭

その他獣類 1千円/頭

鳥類 200円/羽

○ 支援単価 （国：上限単価）

鳥獣対策交付金による主な支援の内容

地域の対策を総合的に支援します！！

○ このほか、地域によっては、県・市町村での報奨金を上乗せして支援しています。

※支援内容については、お住まいの市町村にお問合せください。
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４ 鳥獣による被害状況、生息状況及び
捕獲の担い手の推移について
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[万人]



５ 狩猟免許の取得方法
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６ 認定鳥獣捕獲等事業者

■ 高度な技術をもつ捕獲従事者が求められています！

認定鳥獣捕獲等事業者
○法人による組織的な捕獲活動

○捕獲を安全かつ効果的に行うこと

○ができる事業者を都道府県が認定

〇１８２事業者（令和８年３月末現在）
シカを効果的に捕獲できる射撃手法

専門的な捕獲事業者により、

増えすぎた野生動物の捕獲を強化、

農林業被害、生態系被害の低減、

地域の振興に貢献！！！

認定鳥獣捕獲等事業者の「捕獲従事者」になるためには、狩猟免許が必要な

ほか、「安全管理講習」と「技能知識講習」の修了が必要です。詳しくは以下の

ウェブサイトをご確認ください。

都道府県等による

＝指定管理鳥獣捕獲等事業を受託する団体です

ニホンジカ、イノシシ、クマ類の捕獲事業
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７ 緊急銃猟の捕獲者

■ 人の日常生活圏にクマやイノシシが出没した際に、

市町村長の権限で、地域住民の安全確保をした
うえで銃猟する制度です

緊急銃猟の捕獲者とは
○市町村の職員、又は市町村長の委託を受けて

緊急銃猟を実施する方で、以下の要件を満たす方

緊急銃猟の捕獲者となるためには、高度

な捕獲技術が求められます。ご希望の方

は、市町村の鳥獣担当部局までお問い

合わせください
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【装薬銃・空気銃の場合】

○第一種銃猟免許を受けた者 ※装薬銃を使用する場合

〇第一種銃猟免許、又は第二種銃猟免許を受けた者

※空気銃を使用する場合

〇一年間に二回以上の銃猟又は射撃の練習をしていること

※装薬銃・空気銃を使用する場合

〇過去３年以内に、緊急銃猟の実施のために使用しようとする銃器と同種
の銃器を使用して、クマ、イノシシ又はニホンジカの捕獲を行った経験を
有する者

【麻酔銃猟の場合】

〇過去３年以内に、緊急銃猟の実施のために使用しようとする銃器と同種
の銃器を使用して、クマ、イノシシ又はニホンジカの捕獲を行った経験を
有する者

緊急銃猟パンフレット



○狩猟免許に関する事務は、各都道府県の鳥獣行政担当部

局において行っています。各都道府県の連絡先については、

「狩猟ポータル」において紹介していますので、ご参照ください。

○認定鳥獣捕獲等事業者制度について詳しくはウェブサイト

をご確認ください。

○緊急銃猟については市町村の鳥獣担当部局までお問い合わ

せください。

（参考）お問い合わせ先一覧

連絡先（電話番号）問合せ先農政局等

011-204-5226農政部 食品政策課 みどりの食料システム戦略室北海道庁

022-221-6260農村振興部 農村環境課東北農政局

048-740-0514農村振興部 農村環境課関東農政局

076-232-4533農村振興部 農村環境課北陸農政局

052-223-4631農村振興部 農村環境課東海農政局

075-414-9052農村振興部 農村環境課近畿農政局

086-224-9417農村振興部 農村環境課中国四国農政局

096-300-6436農村振興部 農村環境課九州農政局

098-866-1652農林水産部 農村振興課農村活性化推進室沖縄総合事務局

狩猟免許の取得等

○農林水産省「鳥獣対策コーナー」
https://www.maff.go.jp/j/seisan/tyozyu/higai/index.html
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狩猟ポータル

認定鳥獣捕獲

等事業者


